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研究成果の概要

1. 研究目的

学部 1学年 I
学科

村上正行 所属 全学教育推進機構

（人間科学研究科兼任）

「キャンパスライフレス」が新入生に与える心理的影薔

年

年

年

研究目的、研究計画、研究方法、研究経過、研究成果等について記述すること。必要に応じて用紙

を追加してもよい。（先行する研究を引用する湯合は、「阪大生のためのアカデミックライティング

入門」に従い、盗作漿lj窃にならないように引用部分を明示し文末に参考文献リストをつけること。）

2020年、新型コロナウイルス感染症（以下 COVID-19とする）の影響により、多くの教育機関で

は対面授業や課外活動を中心に、多くの活動が規制されている。そのため、学生、特に新入生は本来

とは異なるキャンパスライフを強いられ、不安を抱いていると推測される。本研究では、このような

通常のキャンパス生活（対面授業や部活動など）ができない状況を「キャンパスライフレス」と定義

した上で、新入生に与える心理的影響をアンケート調査やインタビュー調査を行い、分析した結果に

基づいて、 COVID-19以後のニューノーマルな大学生活を提案することを目的とする。

2. 研究方法

まず、本研究ではキャンパスライフレスによる大学生の心理状態を把握するために、学習面、生活

面、対人面の 3つの領点を立ててアンケート調査を実施した。質問内容はそれぞれ、「オンライン授

業による影響」、「キャンパスライフレスによる課外活動への影恕」、「オンライン上での友人構築や人

間関係」などである。学習面のアンケート項目の一部において、“大阪大学 COVID-19に関わる新学

期授業支援対策チーム"が 2020年 5月および8月に実施したアンケート [l]から質問項目を引用し

た。調査には GoogleFormsを用い、アンケート対象は大阪大学 1年生（人間科学部、理学部、医学

部）及び 2年生（人間科学部、外国語学部、工学部）とした。また、 2年生に対しては、 2年次（現

在）及び 1年次 (2019年度）それぞれの時期について回答していただいた。

次に、アンケート調査では把握できない実際の事例などを調べるため、アンケート調査で得られた

データをもとに、 COVID-19における不安感が高かった、もしくは低かった対象者の中から、 5名（男

性 2名、女性 3名）を抽出し、半楠造化インタビューを実施した。調査時間は一人当たり 30分程度

であった。

アンケートとインタビューを実施する際には、事前に研究の目的、協力の任意性、記録の許可、そ

の他倫理的配應に関する説明を行い、同意を得ている。

アンケート調査は学部ごとに 8月から 9月の 2週間に設定し、インタビュー調査は 12月に実施し




















